
高松市塩江温泉水審議会 会議記録 

 

１ 会 議 名 高松市塩江温泉水審議会 

２ 開催日時 令和６年７月４日（木）午前１０時～ 

３ 開催場所 高松市塩江支所１階会議室 

４ 議  題 （１）会長の選任について 

（２）温泉水の新規分譲について 

（３）その他 

５ 出席委員 藤澤英治委員、藤澤久文委員、熊野委員、尾形委員、山田委員、黒川委員、和田委員 

６ 傍 聴 者 なし 

７ 会議の経過及び結果 

（１）会長の選任について 

互選により藤澤久文委員が会長に選任され、規定により会長が会議の議長となった。 

  

（２）温泉水の新規分譲について 

   ①「塩江温泉水の現況」、②「供給先の使用状況」について事務局より説明。 

   ③塩江貸別荘「紅葉屋」から温泉水を利用したい旨の申し込みがあった件につき、その概要を

事務局が説明した後、次のとおり質疑応答を経て承認された。 

   委 員 温泉水引込みの配管工事等についてはどうするのか。 

事務局 利用許可及び工事承認後、申込者の負担により工事を行う。利用料金算定のための検 

針メーターについては市が設置する。 

議 長 他に意見がなければ承認することとします。 

委 員 特に異議なし。 

 

（３）その他 

温泉水給水施設の更新需要について事務局が説明した後、次のとおり質疑応答があった。 

委 員 奥の湯温泉１号泉の水質等はどうなのか。 

事務局 水質検査は毎年１回３箇所で行っており、異常なし。温泉成分については１０年毎に 

再分析を行っており、温泉法の温泉に該当するとなっている。 

委 員 奥の湯温泉１号泉は現在整備中の塩江道の駅エリアに計画されている新しい温浴施設 

に供給する予定と聞いているが、水量は大丈夫なのか。 



事務局 新しい温浴施設への供給量は十分であるとの調査結果が出ている。 

委 員 塩江温泉郷を維持していくためにも、老朽化した給水施設の更新は計画的に行ってほ

しい。 

事務局 温泉水の安定供給を行うため、総合的な施設の更新を早期に計画するとともに、新た

な源泉確保も視野に入れている。 

 


